
 

令和５年度 多摩市立聖ヶ丘小学校  授業改善推進プラン  教科名             

算数科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア知識及び技能 イ思考力、判断力、表現力など 

数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を習得すること。 日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立てて考えること。 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施

時期 

成果検証（２月） 

第１学年 ア１位数と１位数との加法と、その逆の減法が身に付

いていない。 

 

 

イ数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考

えたりすることを苦手としている。 

ア加法とその逆の減法の計算の基礎を身に付けるた

めに、ブロックや数え棒を使って数の操作や、計

算カードを使って繰り返し練習を行う。 

 

イ計算の意味や計算の仕方を考えたりすることがで

きるように、具体物や図、ブロックを用いて考え

る活動を行う。 

ア５月～７月 

 

 

 

イ５月～ 

ア具体物を使って数の操作や、数の合

成・分解を繰り返したり、計算カードを

使ったりすることで、加法減法の基礎的

計算力が高まった。 

イ位取り表を用いて、計算の意味や仕方

を考え、手順を繰り返し唱えることによ

って、理解できる児童が増えた。 

第２学年 ア数を十や百を単位としてみるなど、数の相対的な大

きさを捉えることが難しい。 

 

 

イ時間の単位に着目し、時刻や時間を日常生活に生か

すことを苦手としている。 

ア数の相対的な大きさを捉えられるように、ブロッ

クや図を使って数の操作を繰り返し行う。 

 

 

イ時刻や時間を日常生活に生かすことができるよう

に、学習時計を活用したり、自分の日常生活を調

べたりする活動を行う。 

ア４月～７月 

 

 

 

イ７月～ 

アブロックや数カード、位取り表、数直

線などを活用し、数の相対的な大きさ

を捉えることができるようになって

きた。 

イ日常生活の中で時刻を表すことがで

きる児童が増えてきた。さらに理解を

深められるように継続して日常的に

扱っていく。 

第３学年 ア長さや重さについて、適切な単位で表したり、およ

その見当を付けて、計器を適切に選んで測定したり

することを苦手としている。 

 

 

イ計算の意味や計算の仕方を考えたり、計算に関して

成り立つ性質を見いだしたりすることを苦手とし

ている。 

ア適切な単位と計器の選択ができるように、実際に

測定したり、単位を適切に選択したりする場面を

設定する。 

 

 

イ計算の仕方や意味、成り立つ性質を見いだすこと

ができるように、具体物や図で考え、その結果を

確かめたり、それを表現し伝え合ったりする活動

をする。 

ア６月～１１月 

 

 

 

 

イ年間を通して 

ア巻き尺や秤を使い、実際に測定をした

ことで、適切な単位を選べるようにな

ってきた。また、タブレット端末など

を用いた繰り返し学習により、習熟を

図ることができてきた。 

イ自分の考えを友達と伝え合い、意見を

比較、検討していくことを通して、計

算の仕方や意味、成り立つ性質につい

て理解し、活用できるようになってき

た。 

第４学年 アわる数が１位数や２位数で、わられる数が２位数や

３位数の場合の計算を苦手としている。 

 

 

 

イ数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり計算に

関して成り立つ性質を見いだしたりすることを苦

手としている。 

ア除法の計算が確実に身に付けられるように、授業

の始めに復習問題に取り組む。課題が終わった児

童からプリントなどに取り組み、習熟を図る。 

 

 

イ計算の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ性

質を見いだしたりすることができるように、これ

まで身に付けてきた計算の意味や計算の仕方を活

用して、桁数の多い計算についても、その計算の

ア５月～ 

 

 

 

 

イ年間を通して 

ア授業の初めと終わりにミニテストを

行い、除法の計算が身に付いた児童が

増えてきた。確実に定着を図るため

に、プリントなどで繰り返し問題を解

くことが必要である。 

イ既習事項で学習した計算方法を活用

しながら、計算ができるようになって

きた。 

算数 



仕方を発展的に考えられるようにする。 

第５学年 ア小数の乗法及び除法の計算を苦手としている。 

 

 

 

イ図形を構成する要素や図形間の関係に着目し、図形

の性質や図形の計量について考えることを苦手と

している。 

ア小数の乗法及び除法の計算ができるように、整数

の場合と同じ関係や法則が成り立っていることを

生かしながら、小数の乗法及び除法の計算を繰り

返し行う。 

イ図形の性質や図形の計量について考えることがで

きるように、図形の構成の仕方やその性質を見い

だし論理的に説明したり、それを基に既習の基本

図形を捉え直したり、日常の事象の考察に生かし

たりすることを行う。 

ア６月 

 

 

 

イ７月～ 

ア小数の乗法は、プリントなどを活用し

たことで身に付いてきているが、除法

については更に習熟させる必要があ

る。 

イ既習事項を生かして新しい課題を解

決できる児童が増えた。また、話型を

活用して図形の特徴や求積方法を説

明できる児童が増えた。 

第６学年 ア分数の乗法や除法の計算をすることや、図形の体積

を求めることを苦手としている。 

 

 

 

 

 

 

イ目的に応じて多様な表現方法を用いながら、数の表

し方や計算の仕方を考えたり、説明したりすること

を苦手としている。 

ア分数の乗法や除法の計算の仕方が理解できるよう

に、整数の乗法及び除法から、小数の乗法及び除

法へと拡張された乗数や除数の意味を適用できる

ようにする。 

 図形の体積を求めることができるように、第５学

年で学習した立方体、直方体の場合の体積の求め

方を基にして、角柱及び円柱の体積も計算によっ

て求められることを理解できるようにする。 

イ目的に応じて多様な表現方法を用いながら、数の

表し方や計算の仕方を考えたり、説明したりする

ことができるように、テープ図や数直線を活用し

て考えたり、考えたことを友達に説明したりする

ことを繰り返し行う。 

ア５月～ 

 

 

 

 

 

 

 

イ年間を通して 

ア整数の乗法や除法の意味から拡張し、

性質を生かして分数の計算に活用す

ることができた。直方体、立方体の体

積の求め方を振り返り、既習事項を生

かして、角柱や円柱の体積を求めるこ

とができてきた。 

 

 

イ数直線や具体物を活用することで、自
分の考えや思考の流れを整理しなが
ら説明することができてきた。ロイロ
ノートを使って、互いの考えを見合う
など、思考力を高めることにもつなが
った。 

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人

一台端末など ICT の効果的な活用について 

【全学年】 

＜指導の個別化＞ 

・デジタル教科書、検索機能、復習反復ソフト、作図ソフトなどから自

分に合った方法を選び理解を深める。 

＜学習の個性化＞ 

・自分で設定した課題について、検索機能、作図ソフトを活用してもの

の見方を深めたり広げたりする。 

＜協働的な学び＞ 

・調べたことを共有機能、共同編集機能、コメント機能を活用して交流

し、よりよい考えを生み出す。 

 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫など、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

 

【全学年】 

「問題の把握⇒めあて⇒自分の考え⇒みんなの考え⇒まとめ⇒練習問題⇒振り

返り」の流れを統一し、毎時間同じ展開をする。 

【１～２年】 

授業の最後に何を学んだかを発表したり、ノートに書いたりする。 

【３～６年】 

単元ごとに、学んだことを文章に表現することを通して、既習した内容を振り

返る。 
 



 


